








Expose Writing of the 1950s and Matsumoto













それから︑ 「もく星号墜落事件」 「白鳥事件」 「伊藤律事件」 「昭和


























真相を突き止めたとは言えない︒しかし 事件の結 そ ものよりも︑当時のメディアと世論空間において作品を読み直す時に︑ ﹃日本の黒い霧﹄が資料的制限の中でど ような可能性を見せ かこそ︑今日に考えるべき問題であろう︒本論はその作業を試みるも だ ︑先に結論を述べておくと︑一九五◯年代とりわけ占領期が終結した

















































































































のようなタイトルは常に目立った場所に配置されている︒ 「内幕」「歴史の実態」 「疑獄」 「汚職」 「幻」など︑ 「秘密の暴露」をほのめかすキーワードが︑謎めいた歴史に対する読者の好奇心をくすぐる




が掲載され︑ 「内幕もの」の流行した状況が紹介された︒書評委員会は︑ 「内幕もの」を「自由抑圧 産物」と見なし︑ 「内幕ものが盛んに出ればでるほど 自由がなかったことを示し いる」
（二頁）
と記している︒なぜなら 」は事実が発生 期 外し発表されるものであるからだ︒また︑ 「秘密 中から無数の宣伝文書が内幕ものとして出てく 」こと 指摘され ︒　
それは︑何らかの目的で︑すべての情報ではなく一部の情報を選















戦争へ向かうために多くの黒人兵が小倉 ジョウノ・キャンプに送られたが︑その中から百十数名が脱走し︑多数の民家 押 入り暴
行を加える︑という事件が起きた︒しかし︑ＭＰの情報規制によって︑賠償はもちろんなく︑事件の実態もほとんど隠された︒当時の朝日新聞の社員で北九州に住む一市民だった清張は 後に作家として上京し から︑事件が北九州以外で報道されなかったこと 驚き︑世間に事件を知らせるために「黒地の絵」を執筆し ︒小説「黒地の絵」は︑それらの黒人兵が朝鮮に送られた後︑暴行の被害者留吉が米軍キャンプの死体処理所の作業員として雇われる︑という設定となっている︒朝鮮 戦場か 搬送されてきた死体を扱う日々 中で︑留吉はある日︑黒人兵の死体に見覚えのある刺青を発見し その死体がかつて自分の妻を強姦した人のも であ 気付き ナイフで刺して復讐するのである︒　
小説は︑主人公「留吉」と死体処理所の外科医︑また「小倉の空
間にいた誰か」という位置に立つ語り手 こ 三者 いずれかの視点から出来事を見るようになっ おり︑ラジオから朝鮮 戦況を聞き︑町の風景を眺め︑米軍の死体を通して戦争の様子を想像する彼らの日常を綴る︒例えば 「語り手」はラジオ放送から「従業員募集」が聞こえなくなったこと ら︑キャンプの内側で「死体処理が長期化︑定時化した」ことを推測して る︒こ ように外側 いながら内側か 情報の裏を読む方法によって︑ 「黒地 絵」の事件の語り 成り立った︒　「黒地の絵」の叙述に有効性を見出したからか︑松本清張はその
142
直後に同じ方法を用いて︑ 「記者」の視点から「帝銀事件」を推理し︑ 「小説帝銀事件」も書いた︒そしてやがて松本清張は虚構の視点人物すらなくし︑作家自らの視点から事件 「内側」を推理する方法で︑ ﹃日本の黒い霧﹄を執筆するに至った︒　﹃日本の黒い霧﹄の第一作「下山総裁謀殺論」は︑本論最初に言及した「下山事件」を題材と て書かれたものである︒下山事件は当初︑自殺説と他殺説両方の線で捜査が行われて が︑様々な疑問点が明白にならないまま︑突然「自殺」と結論づけられて 捜査が打ち切られた︒　事件直後︑井上靖も「黯い潮」
（ ﹃文藝春秋﹄一九五〇年七月～九月）



















































著書をはじめとした「内幕もの」が人気を集めたと考えられる︒しかし︑多くの「内幕もの」は︑秘められた歴史を暴露するように見せかけて 世論操作に都合 よい道具として利用されてしまう︒それは︑語り手が権力機関の内側にいるか︑語る対象の当事者であ場合が多く︑各自の利益 た に︑選択的にしか情報を示 ず︑不利をもたらす秘密を隠すこともあるからだ︒にもかかわらず︑ 「内幕」の「暴露」に見えるような言葉のレトリックによって︑あ かも言論が自由で︑情報を知 平等が保障されたように見えてしまう︒　
ジョン・ガンサー「内幕もの」の数々は︑本当に真実の暴露を目
的としていたのだろうか︒ＧＨＱの「内幕」 暴露する﹃マッカーサーの謎﹄は︑いくら言葉を巧み 用いて語り手の中立性を強調しようとしても︑結局日本における「民主改革」の正当性を主張するイデオロギ でしかな ︒ガンサーは マッカーサーという人物がいかに「勇気」と「自我」 ︑ 「義務観念」を持つ者 ︑いかに「からだ全体が知恵の塊であることか
（
23）」を描くのに力を惜しまないし︑Ｇ
ＨＱが日本で実施した諸改革が「長 期間 わたって︑じゅうぶんに効果をあげ︑また︑国民の いだに根をおろして︑これによって︑日本の共産主義化を防ぐことが き かどうか
（
24）」という記述からも
既に冷戦的イデオロギー 全面的に押 出され る︒　
さらに︑ ﹃マッカーサーの謎﹄は朝鮮戦争の正当性を主張するた
めに書かれたものでもあるといえる︒ 本の最も肝心な内容は︑





た語りも高い「信憑性」を持つものとして捉えられ わけである︒﹃マッカーサーの謎﹄の日本語訳のあとがきにある︑ 「東京でガンサー氏は︑まずＶＩＰという特別の待遇をうけたうえ︑総司令 当局からあらゆる便宜が提供されたようだ」 ︑ 「東京でのガンサーは︑まさに文字通り鬼に金棒だったのである
（
26）」と評している文章も︑ガ




ジャーナリスト︑Ｉ・Ｆ・ストーンだった︒ストーンは「南鮮には五百名の米軍少将と七百名の文官専門家がおり︑政府と軍の全体にわたってひろくちらばっていた」のに︑ 「境界線で 侵略的な部隊が軍事活動の準備をしているのを見つからずにすむとは信じられい」と︑朝鮮戦争の「不意討ち」説 否定した上で︑朝鮮戦争をめぐる報道を﹃ニューヨーク・タイムズ﹄や﹃ニューヨ ク・ヘラルド・トリビューン﹄などから分析し︑朝鮮戦争直前 「京城」と「司令部」の意味深い「沈黙」に注目し︑朝鮮戦争の勃発をめぐる南北両方の「お膳立て」を指摘した
（
27）︒


































ション」が同時代においてある種の権力批判の可能性を示したと評価してきたが︑一方でその限界にも気付かなければならないことを最後に指摘しておきたい︒ 「小説帝銀事件」以降︑松本清張は︑ 「なまじっかフィクションを入れることによって客観的 事実が混同され︑真実が弱められるのである
（
34）」と述べ︑ ﹃日本の黒い霧﹄におい
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rothers, 1951 . 日本
語訳は一九五一年五月に時事通信社 より出版された︒
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23）  ﹃マッカーサーの謎﹄ ︑四九頁︒
（
24）  ﹃マッカーサ の謎﹄ ︑一八八頁︒
（














































































戦後︑日銀の地下から密かに持ち出されて︑ＧＨＱの秘密事業などに運用されたと噂されている資金のことである︒ 「Ｍ資金」ともいう︒ ﹃日本の黒い霧﹄の「謀略疑獄」と「征服者ダイヤモンド」という二章にも︑ＧＨＱと日本の官僚組織との間に「Ｍ 」をめぐるやりとりがあったと書かれている︒ 「半分はアメリカ軍に押収のかたち 略奪され︑残りの大半 日本の政治面に隠匿された疑いが濃いのである︒アメリカ側に押収されたもは︑その幾分かは彼ら将校によって持出されてはいたが︑大部分は何々資産という名において現在の謀略資金となり︑こ がヤミ市場の顔役とつながっている」と松本清張は述べている︒
付記　
本稿は︑日本学術振興会科学研究費補助金（特別研究員奨励費
　
課題番号
12 J03596 ）による研究成果の一部である︒
